
被害者不在では「解決」にならない
―「徴用工」問題で日本政府・日本企業に訴える

声　明

　2018年、韓国大法院（最高裁）はアジア太平洋戦争中に日本に動員され強制労働に従事させられた
被害者が起こした訴訟で日本企業に賠償を命じました。
　大法院判決が出された時、当時の安倍政権は「国際法上あり得ない判決」と非難し、被害者に請求権
があることは日本政府自身が認めていたにもかかわらず「日韓請求権協定ですべて解決済み」だと
強弁。日韓両国は最悪の関係に陥りました。
　その後、両国ともに政権交代したことから問題解決の機運が高まり、協議が重ねられる中で、韓国
の「財団」が日本企業の債務（賠償支払い）を「肩代わり」する案が有力な「解決策」として浮上
しています。ただ、この案は、当の被告企業は謝りもせず、償いとしては一円のお金も出さない方向
でまとめられつつあります。これでは解決とは呼べません。

　そもそも朝鮮人戦時労務動員とは、当時の日本政府と企業が戦争継続のために労働力不足を補う
べく、炭鉱や建設現場、軍需工場など劣悪な環境の労働現場に朝鮮半島から多くの若者を連れて
きたものです。その過程では、日本の官僚でさえ「人質的掠奪的拉致」と呼ぶような「強制連行」
が横行し、現場では自由を奪い暴力を振るう「強制労働」が行われました。 
　大法院で勝訴した原告も同じです。未成年者を含む彼らが、事前の説明とは全く異なり半ば自由が
奪われる環境のなかで劣悪で危険な作業に従事させられたこと、それが「強制労働」に当たることは、
日本の裁判所も認めているとおりです。

　日本政府は、1995年の「村山総理談話」で過去の植民地支配と侵略について謝罪し、1998年の
「日韓パートナーシップ宣言」で「韓国国民に対し植民地支配により多大の損害と苦痛を与えた」
歴史的事実を認め「痛切な反省と心からのお詫び」の意思を表明しました。そうであれば、「徴用工
問題」も終わったことだと済ませることはできません。
　また大法院判決の当事者はあくまで日本企業です。民事訴訟で強制労働を行った事実、その不法
行為責任が認定されて判決が確定したのです。自らの債務を他人に「肩代わり」してもらってそれで
解決したことにはできません。グローバル展開する大企業であればなおさら、「グローバル・スタン
ダード」である人権尊重の立場からも、積極的に問題解決と被害者の人権回復を図るべきです。

　何よりも、強制連行・強制労働の被害者である原告たちが、この「解決」案に納得していません。
「私は日本から謝罪を受ける前に死んでも死に切れません」（梁錦徳（ヤンクンドク）さん・三菱
重工訴訟原告）、「生きているうちに問題が解決することを望む」（李春植（イチュンシク）さん・
日本製鉄訴訟原告）と訴えています。

　被害者を置き去りにした「解決」は、むしろ解決を放棄することであり、禍根を残すだけです。
私たちは日本に生きる市民として、日本政府、そして強制労働を行った当事者である企業が、被害者
の思いを真摯に受けとめ、被害者が納得できる解決案を示すことを強く求めます。
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